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「世界を視野に 地域から始めよう」

　宮崎大学は、5学部と7研究科を持つ総合大学で、宮崎県の高等教育の中核を担っていま

す。学部には、教育学部、医学部、工学部、農学部、地域資源創成学部があり、それぞれ独自に、

また分野によってはお互いに協力・融合して、特色ある教育、研究、人材育成、地域社会貢献を

行っています。

　宮崎大学のスローガンは「世界を視野に　地域から始めよう」です。常に世界の動き、時代

の要請を念頭に置いて世界レベルの教育や研究を行うことは、大学に課せられた重要な使命

です（グローバル・ビジョン）。それと同時に、軸足をしっかり地域社会に据えて、身近な地域の

問題を着実に解決することも重要です（ローカル・アクト）。地域の、一見些細と思われる問題をとことん追求すること

で、それが実は世界に通用する重要な問題提起である、あるいは重要な発見に繋がる、ということは多くの先人が認め

るところです。宮崎大学が宮崎に存在する意義は、ここにあります。

　宮崎大学は地域の産業界、行政、高等教育機関、自治体と良好な連携を築いています。学内には、教育マインドに富

んだ多くの教員、素晴らしい研究者、特色ある研究施設や充実した教育施設が整っています。立地条件も、明るい太

陽、鮮やかなグリーン環境、海も川も山も一級品が揃い、持続可能な自然豊かな環境に恵まれています。人間性溢れる

教職員と、人情味豊かな宮崎県民とで、この地では着実に豊かな多様性のある人間関係が築かれています。この優れ

た条件のもとで、学生の主体性を重視した数多くの取り組みに是非、参加していただきたいと思います。

　明るく楽しい宮崎大学で、有意義な学生生活を過ごし、社会に飛び立ってください。「世界を視野に　地域から始め

よう」のスローガンのもと、グローバルな視点を持って、世界や地域で活躍できる人材を輩出しながら、発展し続けてい

る宮崎大学が、皆さんを待っています。

宮崎大学長　鮫 島　 浩
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　宮崎大学の教育

　キャリア支援

　OB・OGメッセージ

　教育学部

学校教育課程

■ 小中一貫教育コース
小学校主免専攻

■ 小中一貫教育コース
 中学校主免専攻

■ 教職実践基礎コース

■ 発達支援教育コース
子ども理解専攻

■ 発達支援教育コース
  特別支援教育専攻

　医学部

■ 医学科

■ 看護学科

　工学部

工学科

■ 応用物質化学プログラム

■ 土木環境工学プログラム

■ 応用物理工学プログラム

■ 電気電子工学プログラム

■ 機械知能工学プログラム

■ 情報通信工学プログラム

　農学部

■ 植物生産環境科学科

■ 森林緑地環境科学科

■ 応用生物科学科

■ 海洋生物環境学科

■ 畜産草地科学科

■ 獣医学科

　地域資源創成学部

■ 地域資源創成学科

　大学院

　キャンパスマップ

　年間行事・サークル活動

　学生生活

　資料請求・出願方法
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教育方針（教育理念、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー）
■教育理念
　宮崎大学は、「世界を視野に地域から始めよう」のスローガンのもとに、人類の英知の結晶としての学術・文化
に関する知的遺産の継承と発展、深奥なる学理の探究、地球環境の保全と学際的な生命科学の創造を目指し、
変動する社会の多様な要請に応え得る人材を育成することを教育の理念として掲げています。本学では、これら
の理念を具現化するために、以下の教育目標を掲げ充実した教育に取り組んでいます。

1. 人間性の教育

●高い倫理性と責任感を育むとともに、幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する。

2. 社会性・国際性の教育

●地球規模の視野に立ち、社会の多様な要請に対応して、柔軟で論理的な思考力をもって、社会の発展に積極的に貢献で

　きる社会性・国際性を涵養する。

3. 専門性の教育

●新たな知の創造につながる専門教育を実施し、獲得した知識・技能を総合的に活用して、自ら発見した課題に適用し、解

　決する創造的思考力や態度を育成する。

■ディプロマ・ポリシー〔卒業（修了）認定・学位授与に関する方針〕
　 （学士課程）
　宮崎大学では、以下の素養を身に付けるとともに、所定の期間在籍し、基準となる単位を修得した学生に、卒業を認
定し、学位（学士号）を授与します。
1.社会の一員としての意識を持ち、義務と権利を適正に行使し、社会の発展のために積極的に関与できる。
2.自ら学修計画を立て、主体的に学ぶことができる。
3.相手の伝えたいことを的確に理解し、有効な方法で自己を表現できる。
4.課題を発見し、情報や知識を複眼的、論理的に分析し、その課題を解決できる。 
5.学士課程教育を通して、人類の文化、社会、自然、地域及び専攻する学問分野における知識を理解し、身に付けた技能（実践
　力）を活用できる。

■カリキュラム・ポリシー〔教育課程の編成・実施の方針〕
　 （学士課程）
　宮崎大学では、教育学部、医学部、工学部、農学部、地域資源創成学部を置き、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位
授与の方針）に掲げる資質・能力を備えた人材を養成するため、以下の方針に基づいて教育課程を編成・実施します。

【教育課程の編成】
1.学生の修得すべき学修成果を重視し、教養教育と専門教育の区分にとらわれず、体系的な学士教育課程を編成する。
2.基本的な学習能力の獲得のため、すべての学生が履修する基礎教育カリキュラムとして、導入科目（大学教育入門セミナー、
情報・データリテラシー、外国語コミュニケーション）、課題発見科目（専門教育入門セミナー、環境と生命、現代社会の課題）
と学士力発展科目を設置する。

3.専門的な方法論と知識を体系的に学ぶために、学科・課程専門科目を設置する。
4.地域を志向した教育・研究・地域貢献を推進するため、学士課程に地域の理解と課題解決に取り組む科目を設置する。
5.専攻分野を超えて学際的な視点を養う科目を設置する。
6.獲得した知識や技能を統合し、課題の解決と新たな価値の創造につなげていく能力や態度を育成するために、卒業研究等
　の科目を設置する。 

【教育内容・方法】
1. 各授業科目について、到達目標、授業計画、成績評価基準・方法、事前・事後の学習の指示、ディプロマ・ポリシーとの関連を
明記し、周知する。  

2.基礎教育カリキュラムの導入科目、課題発見科目において、アクティブ・ラーニングを取り入れた教育方法を実施し、初年次
から学生が自ら学修計画を立て主体的な学びを実践できるようにする。

3.専門教育において、知識・理論と実践を融合し、主体的に考える力を養うために、講義、演習、実験、実習、実技などの授業形
　態に加えて、多様な教育方法を取り入れて指導を行う。
4.学士課程教育において、地域の理解を深める題材を取り入れ、地域の課題解決を実践できるようにする。

【学修成果の評価】
1.学修目標の達成水準を明らかにするために、成績評価基準・方法を策定・公表する。
2.個々の授業科目においては、成績評価基準・方法に基づき、定量的又は定性的な根拠により厳格な評価を行う。
3.学修成果を把握するために、教育活動、学修履歴、及び学生の成長実感・満足度に係わる情報を適切に収集・分析する。
4.ディプロマ・ポリシーに基づく学生の学修過程を重視し、在学中の学修成果の全体を評価する。
5.GPA制度を導入し、客観的で透明性の高い成績評価を行う。
6.学生が学修目標の達成状況をエビデンスを持って説明できるよう学修成果の可視化を行う。

■アドミッション・ポリシー 〔入学者受入・選抜の方針〕
　 （学士課程）
　宮崎大学では、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）及びカリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実
施の方針）に掲げた、社会の発展に積極的に貢献する人材の育成を目指しています。そのため、以下の「求める学生像」
に示す、知識・技能、思考力、及び意欲を持った人を国内外から積極的に受け入れます。

【求める学生像】
1.本学の教育理念に共感し、入学後の学修に充分対応できる基礎的な知識・技能を有する人。
2.身に付けた知識・技能を応用して問題を解決する上で必要となる思考力を有する人。
3.身に付けた知識・技能及び思考力を地域社会や国際社会において自ら積極的に活用し、その発展に貢献する意欲を持った人。

【入学者選抜の基本方針】
1.求める学生像に沿って、多様な入学者選抜方法により多面的・総合的に選抜する。
2.客観的で透明性のある方法によって、公平に選抜する。



－宮崎に学び 未来を切り拓く－

宮崎大学はグローバルデザイナーを育成
　宮崎大学が掲げる教育のスローガンが「宮崎に学び、未来を切り拓く人材（グローバルデザイナー）の養成」です。宮崎
を学びのフィールドとしてさまざまな経験を通じて世界の変化を学び、豊かで活力ある社会の創造に向けてチャレンジす
る行動力のある人、それがグローバルデザイナーです。

能動的学修（アクティブラーニング）へ転換
　学生中心の双方向の授業を実施することによって、学生一人一人が自ら考え、答えのない課題に解を見いだしていく学修
（アクティブラーニング）へ転換し、学士課程教育では多くの科目においてアクティブラーニングを実施します。
（注）学士課程教育とは・・・学部レベルの教育のことをいいます。学士という学位を与える課程（プログラム）を中心とした概念です。

基礎教育と専門教育との連携
　それぞれの学科・課程は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）によって育成すべき資質・能力・人材像を明確に定義して
おり、すべての学科・課程はその学習目標が達成できるよう基礎教育と専門教育が効果的に関連づけられたカリキュラムを編
成しています。

基礎教育のラインナップ
知識とスキルの基本を身につける。

学際的な学びで視野を広げる。

自ら課題を発見し、解を見いだす。
  大学教育入門セミナー

　大学生としての生活や主体的な学習活動を始めるのに必要な
基礎的な知識・スキルを修得すること、所属する学科・課程の教
育内容や将来のキャリア形成について理解すること、日本語に
よるライティングの知識・スキルを協同学習によって修得するこ
と、などを目指しています。少人数教育とアクティブラーニングが
特徴です。

  情報・データリテラシー

　コンピュータの概念、情報セキュリティ、情報倫理、情報の収
集・分析の方法、表やグラフによる表現、統計に関する基礎的知
識について理解を深めることを目指しています。

  外国語コミュニケーション

　専門分野で実際に使える英語運用能力を修得すること、英語
以外の言語の初歩について学習すること、異文化を理解するこ
と、などを目標としています。

  学士力発展科目

　この科目は、多様な学習経験を通して幅広い知識を修得する
こと、基礎レベルの科目で身につけた知識・スキルをさらに発展
させること、などを目指します。

  専門教育入門セミナー

　学部の専門分野で主体的な学習を始めるのに必要な基礎的
な知識・スキルを修得すること、専門分野で解決すべき課題を発
見し、それを解決するための手法を学ぶこと、専門分野における
倫理的問題について理解すること、などを目指しています。少人
数教育とアクティブラーニングが特徴です。

  環境と生命

　環境と生命の関係を理解すること、環境問題を系統的に考察す
ること、などを目指しています。環境破壊を防止するために私たち
は何をしなくてはならないのかについて議論します。環境分野の
授業では少人数クラスにアクティブラーニングを取り入れます。

  現代社会の課題

　現代社会の諸問題について具体的事例を通して学びます。特
にここでは、宮崎大学の教育全体を貫く課題意識を形成し、学習
した知識を社会の具体的な場面に応用する方法について考えま
す。少人数教育とアクティブラーニングが特徴です。

宮崎大学の教育

　宮崎大学には地域で活躍するために必要な知識や能力を
興味に応じて、どの学部でも学べるプログラムがあります。

2つの資格・認定を
取得可能

　地域で活躍する社会人の話を聞いたり、地域と人と関わりを持

ちながら学習したりすることを通じて、様々な分野で活躍できる

人材を育成します。プログラムでは、座学、実習、オンライン型、プ

ロジェクト型、インターンシップなど様々な形式の科目が用意され

ています。興味や関心に合った科目を選び、所定の単位を取得する

ことにより、コースに応じた資格が手に入ります。

数理・データサイエンス・AI教育の充実
　本学では、2019年度～2021年度において、大学の数理・データサイエンス教育の全国展開における協力校として取り組みを進
めてきました。引き続き、Society5.0で求められる数理的思考力を身に付けた人材の育成を図るため、情報・データリテラシーや学
士力発展科目などに動画コンテンツ教材や演習を導入し、文・理を問わないリテラシーレベルでの数理・データサイエンス・AI教育
を充実させる教育プログラムを全学的に進めています。

宮崎の産業を広く学び、地域を支えたい

みやざき産業人材認定証
地域を学び、そのリーダーになりたい

地域活性化・学生マイスター
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宮崎大学のキャリア支援

主な就職先企業・団体

県 外 企 業・
団 　 体

県 内 企 業・
団 　 体

公 　 務 　 員

教 　 　 　 員

Career  Support
キャリア支援・就職支援

①キャリア支援

②就職支援

インターンシップ支援

就職ガイダンス 個別に応じた就職支援

大学独自の会社説明会 企業訪問、官公庁訪問の職場見学バスツアー

とっても元気!宮大チャレンジ・プログラム

インターンシップ合同説明会 とっても元気!宮大チャレンジ・プログラム
成果発表会

就職ガイダンス

宮崎大学合同会社説明会

個別に応じた就職相談

　キャリア支援及び就職に対し
てのミスマッチを防ぐことを目的
として、インターンシップの支援
を行っており、複数の企業・官公
庁によるインターンシップ合同説
明会を実施しています。また、本
学の学務情報システムで、各企
業・官公庁から届いたインターン
シップの案内を検索することがで
きます。

　就職活動に役立つ面接対策
やエントリーシートの書き方、自
己分析、職務適性テスト、業界研
究等のセミナー・ガイダンスを時
期に応じて開催しています。学生
の皆さんが参加することで、そ
の時期に応じた対応を学び、就
職活動を進められるようにして
います。

　企業選択に役立てて頂くため
に、毎年3月に合同会社説明会を
開催しています。例年多くの企業
の参加があり、学生が直接企業の
人事担当者から、話を聴くことが
できます。この他に、単独会社説明
会も随時開催し、より詳しく会社の
情報を知ることができます。また、
公務員就職希望者のために、公務
員説明会も実施しています。

　働く方々の生の声を聞き、学生
生活において普段味わうことがで
きない企業の雰囲気や地域・地
元企業の魅力に触れ、幅広い業
種研究の参考などに役立ててもら
うことを目的として、例年夏季休
業期間に県内の企業及び官公庁
の職場見学バスツアーを行ってい
ます。

　豊富な経験と専門的な知識を
持ったキャリアアドバイザー、ジョ
ブサポーターによる相談体制を設
けており、一人ひとりの個性や希
望に沿った就職先が見つかるよう
きめ細かい支援を行っています。
また、集団面接やグループディス
カッションなど、実践的な実技指
導も充実しています。

　本学独自のキャリア支援として
「とっても元気!宮大チャレンジ・プ
ログラム」を行っています。本プログ
ラムは、将来、社会でリーダーとして
の活躍を期待される宮大生の企画、
運営そして実施する能力を高めると
ともに、学生ならではの自発的かつ
積極的な活動を通して、宮崎大学か
ら発信した活性化の波を広くつな
げていくことを目的としています。

職場見学バスツアー

順不同、敬称略

熊本県経済農業協同組合連合会、熊本県森林組合連合会、全国森林組合連合会、大分県農業協同組合、日鉄鉱業、三井住友建設、
九電工、大成建設、伊藤ハムウエスト、日本ハムファクトリー、東レ、丸東産業、久光製薬、パナソニック、TOTOアクアテクノ、タカ
ラスタンダード、住友電気工業、京セラ、九州電子、シャープセンシングテクノロジー、ソニーLSIデザイン、ダイハツ工業、西部ガス
エネルギー、九州電力、シャノン、ダイレックス、コスモス薬品、デリカフーズ、南九州ファミリーマート、イオン九州、ネクステージ、
西日本シティ銀行、肥後銀行、日本貿易振興機構

JA宮崎中央、JA宮崎経済連、宮崎県漁業協同組合連合会、児湯食鳥、宮崎県農協果汁、南国興産、霧島酒造、南日本酪農協同、
霧島ホールディングス、MFE HIMUKA、ホンダロック、興電社、共立電機製作所、日本情報クリエイト、ケーブルメディアワイワイ、
MJC、デンサン、MANGO、ハンズマン、高鍋信用金庫、宮崎銀行、キャデック、植松商事、国立大学法人宮崎大学

厚生労働省、農林水産省、国土交通省中部地方整備局、国土交通省九州地方整備局、防衛省、林野庁、労働基準監督署、熊本国税局、
宮崎県庁、宮崎県警、宮崎市役所、都城市役所、延岡市役所、日南市役所、川南町役場、西都市役所、福岡県庁、熊本県庁、大分県庁、
鹿児島県庁

宮崎県小学校、宮崎県中学校、宮崎県高等学校、宮崎県特別支援学校、宮崎県内幼稚園、福岡市小学校、福岡市小学校、北九州市
小学校、熊本県小学校、熊本県中学校、熊本県特別支援学校、熊本市小学校、鹿児島県中学校、長崎県小学校

（2021年度卒業生実績）
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学生のキャリア自律を図るため、就職活動の時期だけでなく、在学中から自分の将来を見据えて、大学生活を
有意義に過ごすことができるよう、全学生へのキャリア形成支援の取組を実施しています。

【2021年度】

学部卒業生  就職率（速報値）

98.1％
2017 2018 2019 2020 2021

98.1 98.5 98.8 98.6 98.1
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	029土木環境工学プログラム
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